
加齢に伴う眼疾患に対する新規
低分子医薬の創製

■研究開発の内容

本試験では低分子化合物を加齢黄斑変性モデル動物に点眼投与して、その
薬効および安全性を検証する。さらに、本低分子化合物について、萎縮型加齢
黄斑変性に対する点眼薬としての製薬デザインのコンセプトを確定する。その
デザインコンセプトに基づき、既存薬剤、製薬企業のデータ収集などのマーケッ
トリサーチを行い、収集データを基に事業化候補製薬企業への導出を目指す。
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■研究開発のねらい

我々はモノを見る時、目の中に入ってきた光を網膜という組織で受容する。その網
膜の中心部を黄斑と呼び、この黄斑部にある網膜色素上皮細胞ならびに視細胞が加
齢とともに変性して、視力の低下を引き起こす眼疾患のことを加齢黄斑変性という。
本疾患には萎縮型と滲出型の２種類に分類され、萎縮型は黄斑の組織が加齢ととも
に変性するものであるが、有効な治療薬および治療法は未だ存在しない。この現状
を鑑み、本研究開発では、萎縮型加齢黄斑変性に対する点眼薬剤としての新たな低
分子医薬を創製することを目的とする。

本シーズを市場化することによって、コロナ渦で低迷する
雇用の面において、県内企業に製造ならびに販売などを委
託することで雇用拡大・雇用促進が期待できる。


